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イ
ン
ド
洋
は
荒
れ
模も

様よ
う

だ
っ
た
。

　

強
風
が
絶
え
ず
吹
き
付
け
、
海
面
は
白
く
染そ

ま
っ
て
い
る
。

　

各
艦
の
メ
イ
ン
マ
ス
ト
に
掲か

か

げ
ら
れ
て
い
る
ホ
ワ
イ
ト
・

エ
ン
サ
イ
ン
―
大
英
帝
国
海
軍
の
軍ぐ

ん

艦か
ん

旗き

は
、
ど
れ
も
激

し
い
音
を
立
て
、
ひ
っ
き
り
な
し
に
は
た
め
い
て
い
る
。
マ

ス
ト
か
ら
ち
ぎ
り
取
ら
れ
、
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
と
思
え
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

「
最
新
鋭
戦せ

ん

艦か
ん

と
も
な
り
ま
す
と
、
こ
の
程
度
の
悪
天
候
で

は
び
く
と
も
し
ま
せ
ん
ね
」

　

連
絡
将
校
と
し
て
、
英
本
国
艦
隊
旗き

艦か
ん

「
プ
リ
ン
ス
・
オ

ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
に
乗
艦
し
て
い
る
加か

倉く
ら

井い

憲け
ん

吉き
ち

日
本
海

軍
中
佐
は
、
航
海
参さ

ん

謀ぼ
う

の
ジ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
中
佐
に
話

し
か
け
た
。

「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
は
、
一
昨
年
―
一

九
四
〇
年
一
二
月
か
ら
竣

し
ゅ
ん

工こ
う

し
始
め
た
大
英
帝
国
の
最
新

鋭
戦
艦
キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
級
戦
艦
の
二
番
艦
だ
。

　

全
長
二
二
七
・
一
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅
三
四
・
二
メ
ー
ト

ル
、
基
準
排
水
量
三
万
八
〇
三
一
ト
ン
の
艦
体
は
、
長
く
帝

国
海
軍
最
強
の
戦
艦
と
し
て
君く

ん

臨り
ん

し
た
「
長な

が

門と

」「
陸む

つ奥
」

と
比
較
し
て
も
遜そ

ん

色し
ょ
くな

い
。

　

鋼
鉄
製
の
巨
体
は
、
真
正
面
か
ら
三
角
波
に
ぶ
つ
か
ら
れ

て
も
、
さ
ほ
ど
動ど

う

揺よ
う

し
な
い
。

　

周
囲
を
航
行
す
る
駆く

逐ち
く

艦か
ん

が
、
激
し
い
ピ
ッ
チ
ン
グ
や
ロ

ー
リ
ン
グ
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
と
は
対
照
的
だ
。

「
本
艦
は
い
い
が
、『
キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
』
と
『
デ

ュ
ー
ク
・
オ
ブ
・
ヨ
ー
ク
』
が
心
配
だ
」

　

参
謀
長
の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
少
将
が
顔
を

曇く
も

ら
せ
た
。

　

キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
級
戦
艦
の
一
、
三
番
艦
に
当
た

る
両
艦
は
、「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
の
右
前

方
と
左
前
方
に
展
開
し
て
い
る
。

「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
同
様
、
高
波
を
受
け

て
も
平
然
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
歩
み
は
遅
い
。

「
キ
ン
グ・
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
」は
右う

舷げ
ん

中
央
に
、「
デ
ュ
ー
ク・
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オ
ブ
・
ヨ
ー
ク
」
は
左さ

舷げ
ん

後
部
に
、
そ
れ
ぞ
れ
雷
撃
を
受
け
、

水
線
下
に
破は

孔こ
う

を
穿う

が

た
れ
て
い
る
の
だ
。

　

三
万
八
〇
〇
〇
ト
ン
以
上
の
基
準
排
水
量
を
持
つ
戦
艦
が
、

魚
雷
一
本
程
度
で
沈
む
こ
と
は
な
い
が
、
被
雷
箇
所
に
大
波

が
ぶ
つ
か
っ
た
ら
、
周
囲
の
艦
内
隔か

く

壁へ
き

が
水
圧
に
よ
っ
て
破

ら
れ
る
恐
れ
が
あ
る
。

「
現
在
位
置
は
、
大
ニ
コ
バ
ル
島
よ
り
の
方
位
二
五
〇
度
、

五
〇
浬マ

イ
ルで
す
。
い
ざ
と
な
れ
ば
、『
キ
ン
グ・
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
』

と
『
デ
ュ
ー
ク
・
オ
ブ
・
ヨ
ー
ク
』
は
、
浅あ

さ

瀬せ

に
座ざ

礁し
ょ
う
さ

せ
る
手
も
あ
り
ま
す
」

「
そ
れ
は
、
最
悪
の
手
だ
」

　

キ
ャ
ン
ベ
ル
の
一ひ

と

言こ
と

を
受
け
、
司
令
長
官
の
ジ
ェ
ー
ム

ズ
・
ソ
マ
ー
ヴ
ィ
ル
大
将
が
ぼ
そ
り
と
言
っ
た
。

　

少
し
考
え
て
か
ら
付
け
加
え
た
。

「
な
に
せ
我
が
艦
隊
に
は
、
補
充
が
利き

か
ぬ
か
ら
な
」

「『
キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
』
も
『
デ
ュ
ー
ク
・
オ
ブ
・

ヨ
ー
ク
』
も
、
そ
こ
ま
で
切せ

っ

羽ぱ

詰
ま
っ
た
状
態
で
は
あ
り
ま

す
ま
い
」

「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
艦
長
ジ
ョ
ン
・
リ
ー

チ
大
佐
が
言
っ
た
。

　

リ
ー
チ
は
「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
が
竣
工

し
た
と
き
か
ら
、
一
年
近
く
艦
長
職
を
務
め
て
い
る
。

　

キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
級
は
、
こ
の
程
度
の
天
候
に
負

け
る
艦
で
は
な
い
―
そ
ん
な
自
信
を
感
じ
さ
せ
た
。

　

だ
が
、
英
本
国
艦
隊
の
敵
は
、
イ
ン
ド
洋
の
悪
天
候
だ
け

で
は
な
か
っ
た
。

　

艦
隊
が
一
〇
浬
ほ
ど
前
進
し
た
と
き
、
艦か

ん

橋き
ょ
う
の
電
話
が

鳴
っ
た
。

　

リ
ー
チ
艦
長
が
数
語
を
交か

わ
し
た
後
、
ソ
マ
ー
ヴ
ィ
ル
に

報
告
し
た
。

「
対
水
上
レ
ー
ダ
ー
に
反
応
が
あ
り
ま
し
た
。
敵
味
方
不
明

艦
約
二
〇
隻
が
、
方
位
二
五
〇
度
、
二
五
浬
に
探
知
さ
れ
た

と
の
こ
と
で
す
。
う
ち
三
隻
は
反
射
波
が
大
き
く
、
戦
艦
と

推
定
さ
れ
る
、
と
伝
え
て
お
り
ま
す
」

　

ソ
マ
ー
ヴ
ィ
ル
や
サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
ら
は
顔
を
見
合
わ
せ
た
。

　

前
方
に
出
現
し
た
の
で
あ
れ
ば
盟め

い

邦ほ
う

の
艦
隊
と
推
測
さ
れ
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る
が
、
後
方
に
出
現
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
敵
と
断だ

ん

じ
る
以
外

に
な
い
。

　

英
本
国
艦
隊
は
、
枢す

う

軸じ
く

国こ
く

の
艦
隊
に
捕ほ

捉そ
く

さ
れ
た
の
だ
。

「
空く

う

母ぼ

の
艦
上
機
で
迎
撃
し
て
は
？
」

「
無
理
で
す
。
こ
の
天
候
で
は
、
発
艦
で
き
ま
せ
ん
」

　

首
席
参
謀
ア
ー
サ
ー
・
コ
リ
ン
ズ
大
佐
の
具ぐ

申し
ん

を
、
作
戦

参
謀
ヘ
ン
リ
ー
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
中
佐
が
否
定
し
た
。

　

空
母
も
激
し
く
動
揺
し
て
い
る
状
況
下
で
、
無
理
に
発
艦

さ
せ
れ
ば
、
艦
上
機
と
搭
乗
員
の
命
を
無む

駄だ

に
捨
て
る
だ
け

だ
―
ハ
ミ
ル
ト
ン
の
怒
っ
た
よ
う
な
顔
は
、
無
言
の
内う

ち

に

そ
う
主
張
し
て
い
た
。

「
空
母
に
二
個
駆
逐
隊
を
付
け
、
避ひ

退た
い

さ
せ
よ
う
。
後
方
の

敵
艦
隊
は
、
本
隊
が
引
き
受
け
る
」

　

ソ
マ
ー
ヴ
ィ
ル
が
断
を
下
し
た
。

　

本
国
艦
隊
が
伴

と
も
な

っ
て
い
る
六
隻
の
空
母
の
う
ち
、
四
隻

の
イ
ラ
ス
ト
リ
ア
ス
級
は
、
貴
重
な
正
規
空
母
と
い
う
だ
け

で
は
な
い
。

　

大
英
帝
国
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
人
々
が
乗
艦
し
て
い

る
の
だ
。

「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
の
通
信
室
か
ら
電
波

が
飛
び
、
六
隻
の
空
母
が
速
力
を
上
げ
る
。

　

本
隊
と
の
距
離
が
開
き
、
波は

浪ろ
う

の
彼か

な
た方

へ
と
消
え
て
ゆ
く
。

「『
キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
』
よ
り
信
号
。『
我
を
省か

え
りみ
ず

避
退
さ
れ
た
し
』。『
デ
ュ
ー
ク
・
オ
ブ
・
ヨ
ー
ク
』
も
、
同

じ
信
号
を
送
っ
て
い
ま
す
」

　

今
度
は
、
信
号
員
が
報
告
を
上
げ
た
。

　

被
雷
し
た
二
隻
の
戦
艦
か
ら
は
、「
出
し
得う

る
速
力
一
八

ノ
ッ
ト
」
と
の
報
告
が
届
い
て
い
る
。

　

こ
の
二
隻
を
伴
え
ば
、
本
国
艦
隊
も
一
八
ノ
ッ
ト
で
し
か

行
動
で
き
な
い
。

「
キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
」
と
「
デ
ュ
ー
ク
・
オ
ブ
・
ヨ

ー
ク
」
の
艦
長
は
、
味
方
の
足
を
引
っ
張
り
た
く
な
い
と
考

え
た
よ
う
だ
。

「
両
艦
に
返
信
。『
我
に
避
退
の
意
志
な
し
。
い
ざ
、
共
に

戦
わ
ん
』」

　

ソ
マ
ー
ヴ
ィ
ル
は
、
ほ
と
ん
ど
間ま

を
置
か
ず
に
返
し
た
。
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戦
友
を
見
捨
て
る
つ
も
り
は
な
い
。
そ
の
意
を
、
は
っ
き

り
と
示
し
た
の
だ
。

「
長
官
、
私
に
通
信
室
へ
の
立
ち
入
り
を
許
可
し
て
い
た
だ

け
ま
せ
ん
か
？
」

　

加
倉
井
は
一
歩
前
に
進
み
、
申
し
出
た
。

「
ど
う
す
る
の
か
ね
？
」

「
友
軍
に
来ら

い

援え
ん

を
要
請
し
ま
す
」

　

ソ
マ
ー
ヴ
ィ
ル
の
問
い
に
、
加
倉
井
は
即
答
し
た
。

　

現
在
、
英
国
領
マ
レ
ー
半
島
や
ア
ン
ダ
マ
ン
諸
島
に
は
、

英
国
と
の
合
意
の
上
で
、
日
本
海
軍
の
航
空
部
隊
が
進
出
し

て
い
る
。

　

来
援
要
請
の
報
告
電
を
打
て
ば
、
最
も
近
い
航
空
基
地
に

い
る
部
隊
が
駆
け
付
け
て
来
る
は
ず
だ
。

「
し
か
し
、
日
本
は
―
」

　

コ
リ
ン
ズ
首
席
参
謀
が
声
を
上
げ
か
け
た
が
、

「
許
可
し
よ
う
。
よ
ろ
し
く
頼
む
」

　

ソ
マ
ー
ヴ
ィ
ル
は
即
断
し
た
。

　

加
倉
井
は
通
信
参
謀
の
マ
イ
ケ
ル
・
ノ
ー
ラ
ン
ド
少
佐
に

伴
わ
れ
、
通
信
室
に
足
を
運
ん
だ
。

「
我ワ

レ

、
敵
艦
隊
ノ
追
撃
ヲ
受ウ

ク
。
至
急
来
援
請コ

フ
。
位
置
、

『
大
ニ
コ
バ
ル
島
』
ヨ
リ
ノ
方
位
二
五
〇
度
、
四
〇
浬
。
大

英
帝
国
本
国
艦
隊
。
発
信
者
ハ
日
本
海
軍
中
佐
加
倉
井
憲
吉

ナ
リ
。
一ヒ

ト

二フ
タ

〇マ
ル

五ゴ

」

　

と
、
通
信
員
に
打だ

電で
ん

さ
せ
た
。

　

現
地
の
司
令
部
が
発
信
者
名
を
見
れ
ば
、
在
英
大
使
館
付

武
官
補
佐
官
が
打
電
し
た
電
文
で
あ
る
と
気
づ
く
は
ず
だ
。

た
だ
し
、
海
軍
省
が
現
地
部
隊
に
加
倉
井
の
名
前
と
身
分
を

知
ら
せ
て
く
れ
て
い
れ
ば
、
だ
が
。

　

打
電
を
終
え
た
加
倉
井
が
艦
橋
に
戻
る
と
、

「
敵
が
距
離
を
二
〇
浬
ま
で
詰
め
て
き
た
」

　

キ
ャ
ン
ベ
ル
航
海
参
謀
が
、
状
況
を
報し

ら

せ
た
。

　

加
倉
井
は
、
脳の

う

裏り

で
ざ
っ
と
計
算
し
た
。

　

距
離
二
〇
浬
は
、
メ
ー
ト
ル
に
換
算
す
る
と
三
万
七
〇
〇

〇
メ
ー
ト
ル
だ
。

　

す
ぐ
に
は
、
砲
撃
戦
は
始
ま
ら
な
い
と
見
て
よ
い
が
、
来

援
が
間
に
合
う
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
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「
敵
艦
隊
よ
り
入
電
。
停
船
せ
よ
、
と
伝
え
て
い
ま
す
」

「
返
信
の
要
な
し
」

「
プ
リ
ン
ス・
オ
ブ・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
通
信
長
ジ
ョ
フ
リ
ー・

ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
少
佐
の
報
告
に
、
ソ
マ
ー
ヴ
ィ
ル
は
躊

ち
ゅ
う

躇ち
ょ

な
く
答
え
た
。

　

英
本
国
艦
隊
は
、
一
八
ノ
ッ
ト
の
艦
隊
速
力
で
航
進
を
続

け
て
い
る
。

　

後
方
か
ら
の
砲
撃
は
ま
だ
な
い
が
、「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・

ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
の
対
水
上
電レ

ー
ダ
ー探
は
、
次し

第だ
い

に
近
づ
い
て
来
る

敵
艦
の
影
を
捉と

ら

え
て
い
る
は
ず
だ
。

「
敵
艦
隊
よ
り
第
二
信
。『
貴
艦
隊
の
行
動
は
、
講
和
条
約

に
違
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
速
や
か
に
停
船
し
、
投
降
せ
よ
。

全
乗
員
の
生
命
を
保
証
す
る
』」

　

ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
が
新
た
な
報
告
を
送
っ
て
来
た
。

　

ソ
マ
ー
ヴ
ィ
ル
の
答
は
変
わ
ら
な
い
。「
返
信
の
要
な
し
」

だ
。

　

英
国
海
軍
の
提て

い

督と
く

に
は
頑が

ん

固こ

者
が
多
い
と
い
う
が
、
ソ
マ

ー
ヴ
ィ
ル
も
例
外
で
は
な
い
。
ひ
と
た
び
決
定
し
た
こ
と
は
、

よ
ほ
ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
変
更
し
な
い
。

　

相
手
が
祖
国
を
蹂

じ
ゅ
う

躙り
ん

し
た
敵
国
と
な
れ
ば
、
な
お
の
こ

と
意
志
を
変
え
る
つ
も
り
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
枢
軸
国
の
艦
隊
は
、
英
本
国
艦
隊
を
脱
走
者
と
し
て
扱
う

つ
も
り
ら
し
い
な
）

　

加
倉
井
は
、
敵
の
意い

図と

を
読
み
取
っ
た
。

　

電
文
は
、
講
和
条
約
違
反
を
咎と

が

め
て
い
る
。

「
本
国
が
降こ

う

伏ふ
く

し
た
事
実
を
認
め
よ
う
と
せ
ず
、
艦
を
奪う

ば

っ

て
脱
走
し
た
犯
罪
者
の
集
団
」

　

と
い
う
の
が
、
彼
ら
の
認
識
な
の
だ
。

　

英
本
国
艦
隊
は
、
彼
ら
に
と
り
、
既
に
「
交
戦
相
手
国
の

艦
隊
」
で
は
な
い
。

「
お
前
た
ち
は
脱
走
者
で
あ
り
、
犯
罪
者
な
の
だ
」
と
思
い

知
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

現
地
時
間
の
九
時
三
〇
分
を
回
っ
た
と
き
、

「
後
方
に
敵
艦
！ 

戦
艦
ら
し
き
大
型
艦
三
。
中
小
型
艦
一

〇
以
上
！
」

「
敵
艦
隊
よ
り
入
電
！ 

『
最
後
の
警
告
を
送
る
。
停
船
せ
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よ
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
砲
撃
す
』」

　

後
部
指
揮
所
と
通
信
室
か
ら
、
前
後
し
て
報
告
が
飛
び
込

ん
だ
。

「
戦
闘
準
備
。
各
艦
、
後
部
の
主
砲
塔
に
て
応
戦
せ
よ
」

　

ソ
マ
ー
ヴ
ィ
ル
が
、
凛り

ん

と
し
た
声
で
下か

令れ
い

し
た
。

「
Ｔ
字
を
描
い
て
は
？
」

「
避
退
を
優
先
す
る
」

　

サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
の
具
申
を
、
ソ
マ
ー
ヴ
ィ
ル
は
一い

ち

言ご
ん

の
下も

と

に
却

き
ゃ
っ

下か

し
た
。

「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
の
通
信
室
か
ら
各
艦

に
命
令
電
が
飛
び
、
前
を
行
く
「
キ
ン
グ・
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
」

「
デ
ュ
ー
ク
・
オ
ブ
・
ヨ
ー
ク
」
の
第
三
砲
塔
が
旋
回
・
俯ふ

仰ぎ
ょ
うす

る
様
子
が
見
え
る
。

　

両
艦
と
も
浸
水
に
よ
っ
て
縦ト

リ

ム
傾
斜
が
狂
っ
て
お
り
、
射
撃

精
度
を
欠
い
て
い
る
が
、
黙だ

ま

っ
て
打
ち
の
め
さ
れ
る
つ
も
り

は
な
い
の
だ
。

「
目
標
、
敵
一
番
艦
。
射
撃
準
備
！
」

「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
の
リ
ー
チ
艦
長
も
、

射
撃
指
揮
所
に
指
示
を
送
る
。

　

艦
橋
か
ら
は
死
角
に
入
っ
て
い
る
が
、
航
続
す
る
二
隻
の

巡
洋
戦
艦
「
リ
ナ
ウ
ン
」「
リ
パ
ル
ス
」
も
、
後
部
の
主
砲

塔
を
旋
回
さ
せ
、
後
方
の
敵
艦
隊
に
狙
い
を
定
め
て
い
る
は

ず
だ
。

「
砲
術
よ
り
艦
橋
。
敵
は
フ
ラ
ン
ス
艦
。
戦
艦
は
リ
シ
ュ
リ

ュ
ー
級
、
及
び
ダ
ン
ケ
ル
ク
級
と
認
む
」

「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
砲
術
長
の
ジ
ェ
ラ
ル

ド
・
ロ
ウ
中
佐
が
報
告
し
た
。

「
接
収
し
た
艦
を
投
入
し
て
来
た
か
」

　

コ
リ
ン
ズ
が
唸う

な

り
声
を
上
げ
た
。

　

一
昨
年
六
月
、
フ
ラ
ン
ス
が
ド
イ
ツ
に
降
伏
し
た
と
き
、

講
和
条
件
の
一
つ
と
し
て
「
フ
ラ
ン
ス
が
保
有
す
る
軍
艦
の

接
収
」
を
呑の

ま
さ
れ
て
い
る
。

　

後
方
に
出
現
し
た
フ
ラ
ン
ス
艦
に
乗
艦
し
て
い
る
の
が
、

ド
イ
ツ
人
か
イ
タ
リ
ア
人
か
は
分
か
ら
な
い
。

「
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
」
や
「
ダ
ン
ケ
ル
ク
」
で
は
な
く
、
ド
イ

ツ
か
イ
タ
リ
ア
の
名
が
、
新
た
な
艦
名
と
し
て
与
え
ら
れ
て
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い
る
で
あ
ろ
う
。

「
敵
艦
発
砲
！
」

　

後
部
指
揮
所
か
ら
、
緊
張
し
た
声
で
報
告
が
上
げ
ら
れ
た
。

（
始
ま
っ
た
！
）

　

加
倉
井
は
、
我
知
ら
ず
身
体
が
こ
わ
ば
る
の
を
感
じ
た
。

　

三
年
前
―
昭
和
一
四
年
九
月
一
日
の
開
戦
以
来
、
戦
争

は
専も

っ
ぱら
欧
州
と
北
ア
フ
リ
カ
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

だ
が
今
、
戦
火
と
は
無む

縁え
ん

だ
っ
た
イ
ン
ド
洋
の
北
東
海
上

で
、
フ
ラ
ン
ス
戦
艦
が
砲
門
を
開
い
た
。
欧
州
の
戦
争
は
、

ア
ジ
ア
に
拡
大
し
た
の
だ
。

　

そ
れ
は
同
時
に
、
日
本
も
こ
の
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
て
ゆ

く
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

「
長
官
、
反
撃
を
！
」

「
戦Ｂ

Ｂ艦
、
巡Ｂ

Ｃ戦
、
射
撃
開
始
」

　

サ
リ
ン
ジ
ャ
ー
の
具
申
を
受
け
、
ソ
マ
ー
ヴ
ィ
ル
は
下
令

し
た
。
落
ち
着
い
た
、
重
み
の
あ
る
声
だ
っ
た
。

「
艦
長
よ
り
砲
術
。
射
撃
開
始
！
」

　

リ
ー
チ
が
ロ
ウ
砲
術
長
に
命
じ
る
や
、
轟ご

う

然ぜ
ん

た
る
砲
声
が

後
部
に
轟と

ど
ろき
、
加
倉
井
は
後
ろ
か
ら
突
き
飛
ば
さ
れ
る
よ
う

な
衝
撃
を
感
じ
た
。
鋼
鉄
製
の
艦
橋
が
、
し
ば
し
震ふ

る

え
た
。

　

キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
級
戦
艦
の
主
砲
は
、
三
五
・
六

セ
ン
チ
四
連
装
砲
塔
二
基
、
同
連
装
砲
塔
一
基
。
四
連
装
、

連
装
各
一
基
を
前
部
に
、
四
連
装
一
基
を
後
部
に
、
そ
れ
ぞ

れ
配
置
す
る
。

　

そ
れ
ら
の
う
ち
、
後
部
の
第
三
砲
塔
四
門
が
火
を
噴
い
た

の
だ
。

「
プ
リ
ン
ス・
オ
ブ・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」よ
り
や
や
遅
れ
て
、「
キ

ン
グ
・
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
」「
デ
ュ
ー
ク
・
オ
ブ
・
ヨ
ー
ク
」

の
後
部
に
、
発
射
炎
が
閃ひ

ら
めく
。

　

褐か
っ

色し
ょ
くの
砲
煙
が
湧わ

き
出
し
、
砲
声
が「
プ
リ
ン
ス・
オ
ブ・

ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
の
艦
橋
ま
で
伝
わ
っ
て
来
る
。

「『
リ
ナ
ウ
ン
』『
リ
パ
ル
ス
』
射
撃
開
始
」

　

後
部
指
揮
所
か
ら
報
告
が
届
く
。

　

二
隻
の
巡
洋
戦
艦
が
、
後
部
の
三
八
セ
ン
チ
連
装
主
砲
を

発
射
し
た
の
だ
。

　

砲
声
が
収
ま
る
や
、
敵
弾
の
飛
翔
音
が
聞
こ
え
始
め
る
。
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「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
の
周
囲
の
大
気
が
鳴め

い

動ど
う

し
始
め
、
急
速
に
拡
大
す
る
。

　

轟
音
は
、
艦
の
頭
上
を
前
方
へ
と
通
過
し
た
。

「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
の
正
面
で
、
海
面
が

大
き
く
盛
り
上
が
っ
た
。
艦
橋
の
み
な
ら
ず
、
メ
イ
ン
マ
ス

ト
を
も
超
え
る
で
あ
ろ
う
海
水
の
壁
が
出
現
し
、「
プ
リ
ン

ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
の
正
面
を
塞ふ

さ

い
だ
。

　

艦
首
が
壁
を
突
き
崩
し
、
大
量
の
海
水
が
激
し
い
音
を
立

て
て
、
主
砲
塔
の
天て

ん

蓋が
い

や
艦
首
甲
板
を
叩
く
。
甲
板
上
に
川

の
よ
う
な
流
れ
が
で
き
、
海
水
は
左
右
両り

ょ
う

舷げ
ん

か
ら
海
に
帰

っ
て
ゆ
く
。

（
斉せ

い

射し
ゃ

か
）

　

加
倉
井
は
、
フ
ラ
ン
ス
戦
艦
の
主
砲
配
置
を
思
い
出
し
て

い
る
。

　

リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
級
、
ダ
ン
ケ
ル
ク
級
は
、
四
連
装
の
主
砲

塔
二
基
を
艦
の
前
部
に
配
置
し
て
い
る
。

　

敵
に
艦
首
を
向
け
た
ま
ま
で
、
斉
射
が
可
能
な
の
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
、
英
戦
艦
は
後
部
の
主
砲
し
か
使
え
な
い
。

火
力
面
で
の
不
利
は
否い

な

め
な
い
。

「『
リ
ナ
ウ
ン
』『
リ
パ
ル
ス
』
の
周
囲
に
弾
着
。
直
撃
弾
な

し
！
」

「
我
が
方
の
砲
撃
、
命
中
弾
な
し
！
」

　

後
部
指
揮
所
か
ら
の
報
告
が
届
く
や
、
再
び
艦
の
後
部
に

巨
大
な
砲
声
が
轟
く
。

　

姉
妹
艦
の
「
キ
ン
グ
・
ジ
ョ
ー
ジ
五
世
」「
デ
ュ
ー
ク
・

オ
ブ
・
ヨ
ー
ク
」
の
後
部
に
も
砲
煙
が
湧
き
出
し
、「
リ
ナ

ウ
ン
」「
リ
パ
ル
ス
」
も
後
部
一
基
二
門
の
三
八
セ
ン
チ
主

砲
を
放
っ
て
い
る
。

　

敵
戦
艦
の
第
二
射
弾
が
、
轟
音
と
共
に
飛
来
し
た
。

　

今
度
は
全
弾
が
、「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」

の
左
舷
側
海
面
に
落
下
し
、
見
上
げ
る
よ
う
な
水
柱
を
奔ほ

ん

騰と
う

さ
せ
た
。

　

後
方
か
ら
も
、
爆
発
音
は
伝
わ
っ
て
来
な
い
。「
リ
ナ
ウ

ン
」「
リ
パ
ル
ス
」
も
、
直
撃
を
免ま

ぬ
かれ

た
よ
う
だ
。

「
我
が
方
の
砲
撃
、
命
中
弾
な
し
」

　

忌い
ま

々い
ま

し
げ
な
声
で
、
報
告
が
上
げ
ら
れ
る
。
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「
プ
リ
ン
ス・
オ
ブ・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
も
、「
リ
ナ
ウ
ン
」「
リ

パ
ル
ス
」
も
、
後
部
の
主
砲
だ
け
で
直
撃
弾
を
得
る
の
は
難

し
い
よ
う
だ
。

「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
は
、
第
三
射
を
放
つ
。

轟
音
と
共
に
四
発
の
三
五
・
六
セ
ン
チ
砲
弾
が
放
た
れ
、
二

隻
の
姉
妹
艦
、
後
続
す
る
二
隻
の
巡
戦
も
旗
艦
に
倣な

ら

う
。

　

入
れ
替
わ
る
よ
う
に
し
て
、
敵
戦
艦
の
射
弾
が
「
プ
リ
ン

ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
に
殺
到
し
て
来
る
。

　

敵
弾
の
飛
翔
音
が
、
頭
上
を
圧あ

っ

し
て
他
の
音
を
か
き
消
す
。

そ
れ
が
急
速
に
拡
大
し
、
極
限
に
達
し
た
か
と
思
う
と
、「
プ

リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
の
右
舷
側
海
面
に
巨
大
な

水
柱
が
突
き
上
が
る
。

　

弾
着
位
置
は
第
二
射
よ
り
近
い
。
水
柱
の
一
本
は
舷げ

ん

側そ
く

を

擦こ
す

っ
て
飛し

ぶ
き沫
を
散
ら
し
て
い
る
。

（
次
あ
た
り
、
直
撃
を
喰く

ら
う
か
も
し
れ
ん
）

　

加
倉
井
が
不
吉
な
予
感
を
覚
え
た
と
き
、

「
右
六
〇
度
に
機
影
！
」

　

艦
橋
見み

張は
り

員い
ん

が
叫さ

け

ん
だ
。

　

加
倉
井
は
右
舷
側
の
窓
に
駆
け
寄
り
、
空
を
見
た
。

　

見
覚
え
の
あ
る
機
体
が
、
英
本
国
艦
隊
に
接
近
し
て
来
る
。

　

葉は

巻ま
き

形
の
胴
、
長
い
直
線
的
な
主
翼
、
そ
の
前ぜ

ん

縁え
ん

に
突
き

出
し
た
太
い
エ
ン
ジ
ン
・
ナ
セ
ル
。

　

一
式
陸
上
攻
撃
機
だ
。

　

来
援
要
請
を
受
け
た
第
一
一
航
空
艦
隊
の
司
令
部
が
、
最も

寄よ

り
の
航
空
基
地
に
い
る
部
隊
に
出
撃
を
命
じ
た
の
だ
ろ
う
。

　

一
式
陸
攻
は
、「
プ
リ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
」
の

右
舷
上
空
で
、
次
々
と
左
旋
回
を
か
け
、
艦
の
後
方
へ
と
向

か
っ
た
。

　

後
部
見
張
員
が
、
歓
喜
の
声
で
報
告
を
上
げ
た
。

「
日
本
機
の
編
隊
、
敵
艦
隊
に
突
入
し
ま
す
！
」



第
一
章　

落
日
の
英
本
土



20

１

　

一
九
四
二
年
一
月
四
日
早
朝
、
大
英
帝
国
陸
軍
第
四
歩
兵

師
団
の
ピ
ー
ト
・
ロ
バ
ー
ツ
兵
長
は
、
本
土
南
岸
の
ヘ
イ
ス

テ
ィ
ン
グ
ス
に
築
か
れ
た
防
御
陣じ

ん

地ち

で
、
上
官
や
戦
友
た
ち

と
共
に
、
沖お

き

合あ
い

の
海
面
を
見
つ
め
て
い
た
。

「
ド
イ
ツ
軍
は
、
い
つ
上
陸
し
て
来
て
も
お
か
し
く
な
い
」

　

こ
の
噂

う
わ
さは
広
く
行
き
渡
り
、
国
民
は
不
安
の
中
で
過
ご
し

て
い
る
。

　

前
年
九
月
よ
り
始
ま
っ
た
イ
ギ
リ
ス
本
土
に
対
す
る
大
規

模
な
航
空
攻
撃
―
「
第
二
次
英バ

ト
ル
・
オ
ブ
・
ブ
リ
テ
ン

本
土
航
空
戦
」
と
呼
ば
れ

る
戦
い
で
、
イ
ギ
リ
ス
空
軍
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
制せ

い

空く
う

権け
ん

を

失
っ
た
。

　

ド
イ
ツ
空
軍
は
、
一
九
四
〇
年
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て

行
わ
れ
た
「
第
一
次
英バ

ト
ル
・
オ
ブ
・
ブ
リ
テ
ン

本
土
航
空
戦
」
の
失
敗
を
考
慮
し
て
、

「
イ
ギ
リ
ス
空
軍
の
撃げ

き

滅め
つ

」
を
第
一
目
標
と
し
、
レ
ー
ダ
ー

サ
イ
ト
、
飛
行
場
、
貯ち

ょ

油ゆ

施
設
、
更さ

ら

に
は
航
空
機
の
生
産
工

場
に
的
を
絞
っ
て
、
徹
底
的
な
爆
撃
を
行
っ
た
の
だ
。

　

イ
ギ
リ
ス
空
軍
も
、
第
一
次
バ
ト
ル
・
オ
ブ
・
ブ
リ
テ
ン

時
以
上
に
奮
戦
し
た
が
、
本
土
防
空
に
不ふ

可か

欠け
つ

の
眼
と
な
る

レ
ー
ダ
ー
を
破
壊
さ
れ
た
た
め
、
防
空
戦
闘
は
後ご

手て

に
回
る

こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

　

更
に
、
中
近
東
か
ら
イ
ギ
リ
ス
本
土
に
石
油
を
運
ん
で
来

る
油タ

ン
カ
ー

槽
船
が
多
数
、
Ｕ
ボ
ー
ト
に
撃
沈
さ
れ
た
こ
と
で
、
燃

料
も
逼ひ

っ

迫ぱ
く

し
た
。

　

一
二
月
末
ま
で
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
航
空
基
地
は
壊か

い

滅め
つ

状

態
と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
空
軍
の
残
存
機
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

に
後
退
し
た
。

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
制
空
権
は
、
ド
イ
ツ
空
軍
に
握
ら
れ
た

の
だ
。

　

以
後
、
イ
ギ
リ
ス
国
民
は
、
本
土
が
戦
場
と
な
る
恐
怖
に

怯お
び

え
て
い
る
。

「
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
に
ド
イ
ツ
軍
が
集
結

し
て
い
る
」

「
国
王
陛へ

い

下か

と
そ
の
御
一
家
は
、
既
に
ロ
ン
ド
ン
か
ら
避
難



★
ご
覧
い
た
だ
い
た
立
ち
読
み
用
書
籍
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
、
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
続
き
は

書
店
に
て
お
求
め
の
上
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。




